
　北陸財務局の魅力は、何といっても①業務を通じて日々、新しい発見（驚き）があること②若手職員ならではの
発想（皆さんの強み）を生かして、新しいことに挑戦する機会が用意されていることだと思います。

　①について、例えば私が所属する経済調査課では、企業へのヒアリングや地域経済に関するデータを使って、
企業の生産活動などについて調査・分析しています。
　様々な企業の方と、企業活動の深い部分までお話する機会があるため、今まで知らなかった世界に触れること
ができ、日々、新しい発見の連続です。
　このように北陸財務局では、外部の方と直接関わりを持ちながら業務を進めることが多く、様々な知識を得ら
れる機会に恵まれています。
　もちろん、外部の方と最初から対等にお話することは難しいため、先輩職員から積極的に学ぶなど、継続的な
自己研鑽が必要不可欠です。その点、北陸財務局では、OJTや通信研修などのサポート体制が充実しているので
安心です。

　②について、北陸財務局には、「北財PT」という地域課題の
解決や地方創生支援に取り組む若手職員によるプロジェク
トチームが存在します。自分たちで取組を自由に企画し、必
要に応じて様々な外部機関と協力して実行する、その全ての
プロセスを自分たちの手で行っています。従って、このプロ
ジェクトチーム内で希望すれば様々なことに挑戦できます。
　これまで、北財PT専用Facebookを立ち上げて市町村が行
う取組をプロモーションしたり、「ZEN(禅)」をテーマに北陸
三県の３市町で連携を進めるなど、様々な活動を行ってい
ます。
　もちろん、既存のプロジェクト以外であなた自身がやって
みたいことがあれば、新たなプロジェクトを立ち上げて地域の活性化に取り組むことができます。その場合、必
要に応じて先輩職員がしっかりとサポートしてくれます。

　是非、あなたも北陸財務局での業務を通じて様々な分野の新しい知識を得たり、これまでの経験や強みを生か
して様々なことにチャレンジしてみませんか。
　今後、あなたが魅力的な社会人になれるかは、あなた自身の姿勢次第だと思いますが、北陸財務局にはそれを
実現できるステージが用意されています。
　お会いできるのを楽しみにお待ちしております。

　北陸財務局で働くことの魅力は、財政、国有財産や金融等、様々な角度から北陸の地域経済に関わることがで
きることです。
　私もこれまで、地域経済の動向を調査する経済調査業務を経験したほか、広報担当として財政・金融施策につ
いての広報活動を行うなどの業務に携わってきました。現在は、国有財産に関わる業務を担当し、国の宿舎など
の行政財産の使用状況を調査し、より効率的に使用されるよう、総合的な調整を行う業務に携わっています。
　財務局では、そのほかにも、金融機関の検査・監督に関わる業務や、国の財政に関わる業務などがあるほか、
財務本省や金融庁での業務を希望することもできます。
　このように、財務局の業務内容は多岐にわたりますが、不安に思うことはありません。研修の機会が充実して
いることや、職員同士がチームとして課題解決に取り組む風土が醸成されているので、安心して新たな業務に臨
むことができます。それぞれの業務において異なる知識が求められますが、その都度新しい発見があり、過去の
経験が次の業務にも生かされていくので、日々自分自身の成長を実感することができると思います。

　また、組織としてワークライフバランスを推進し、働きや
すい環境が整っていることも大きな魅力です。出産や育児、
介護など、ライフイベントにより生活スタイルは変化します
が、一人ひとりが力を発揮して働くことができます。
　私も、育児休業からの復帰後は、育児時間制度を利用し、
二人の子どもを育てながら働いています。仕事が予定どおり
にいかず大変な部分もありますが、子どもと過ごす時間はか
けがえのないものであり、充実した日々を過ごしています。
財務省の組織理念として、「国の信用を守り、希望ある社会
を次世代に引き継ぐ。」という使命があるのですが、自分の子
どもを含む次の世代に貢献する仕事に携われていることに
誇りを感じながら、日々の仕事に取り組んでいます。

　地域や自分の大切な人たちのために貢献できる仕事がしたい、北陸財務局はそんな想いを実現できる職場だ
と思います。
　皆さんと一緒に働ける日を楽しみにしています！
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